
守山まるごと活性化プラン検討委員会 

第４回 学区別会議（玉津学区） 

 

日時：平成 25 年 9 月 18 日（水） 

19：30～21：30 

場所：玉津会館 

 

 

 

次  第 

 

１．あいさつ 

２．説明 

○本日の進め方 

○第３回検討結果の説明 

３．意見交換（テーブル毎に） 

○前回のふりかえり 

○学区のまちづくりの取り組みを考える 

４．結果の発表・共有 

５．次回の予定など 



 



守山まるごと活性化プラン検討委員会（学区別会議）委員名簿 
 

【 玉津学区 】 

            H250724 現在  敬称略 

№ 自治会 名前 

1  赤野井 谷口 喜久 たにぐち よしひさ 

2  赤野井 赤井 武志 あかい たけし 

3  赤野井 堀井 久嘉 ほりい ひさよし 

4  赤野井 田中 善也 たなか よしなり 

5  赤野井 徳地 智映 とくち ちあき 

6  矢島 林 俊行 はやし としゆき 

7  矢島 北野 進 きたの すすむ 

8  矢島 藤田 康彦 ふじた やすひこ 

9  矢島 大塚 美和 おおつか みわ 

10  石田 赤井 清司 あかい きよし 

11  石田 金野 弘子 こんの ひろこ 

12  石田 澤田 文子 さわだ ふみこ 

13  石田 中西 清重 なかにし きよしげ 

14  十二里 荒木 勝司 あらき かつじ 

15  十二里 十二里 勝美 じゅうにり かつみ 

 
事務局  

・ 濱崎一志（アドバイザー：滋賀県立大学 人間文化学部教授） 
・ 松岡 幹雄 ・鈴木 文男 ・松山  正 
・ 坪内 稔夫 ・吉原 史雄 ・足立 慎也 
・ 奥村 彰彦 ・田渕 誠一 ・小野田 敦 
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②
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２
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。
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守山まるごと活性化プラン検討委員会　学区別会議　ニュースレター

■お問い合わせ 

守山市政策調整部みらい政策課 
〒524-8585 守山市吉身二丁目５番 22 号 
℡：077-582-1162 e-mail：miraiseisaku@city.moriyama.lg.jp

 

 

 

平成 25 年８月 13 日（火）午後７時 30 分から玉津会館において、守山まる

ごと活性化プラン検討委員会の第３回学区別会議を開催しました。 

玉津学区にお住まいの住民 13 名にお集まりいただき、まず、前回会議で出さ

れた意見について、大きな見落としがないかなどふりかえりをしました。次に、

学区のまちづくりを進めていく上の課題や方向性について話し合い、最後に参加

者同士で共有しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ３つのテーブルに分かれ、前回会議で出された玉津学区の『良いところ』や『たからもの』の確認

を行い、さらに、それらの特徴をもとに、『学区のまちづくりの課題』を話し合いました。 

○ 『たからもの』としては，地区内の神社仏閣や水資源、人が集う仕組みなどの項目で追加がありま

した。また、新たな項目として、「赤野井を中心とした７つの放射状道路網」がありました。 

○ 『まちづくりの課題』については、「地区人口の減少と高齢化が顕著であること」、「伝統文化の継承

が難しくなっていること」、「人のつながりの希薄化が進行していること」、「自然環境が失われつつ

あること」、「交通の便が不便であること」などの意見が出されました。 

○ 『今後のまちづくりの方向性』としては、「人のつながりや若者の関心を高めるイベントの開催」、

「地区計画に基づくまちづくり」、「若者が定着できる住環境の整備」、「漁業・農業の 6 次産業化」、

「赤野井湾でのしじみ養殖」「学区の PR の強化」など、今後のまちづくりのヒントになるような意

見が多く出されました。 

 

■当日のプログラム 

①挨拶：谷口学区長より 

②内容説明：会議当日のプログラム内容、第２回検討結果の説明 

③テーブルに分かれて意見交換：『前回のふりかえり』、 

『学区のまちづくりの課題と方向』 

④結果の発表・共有：テーブル毎で話し合った内容を発表して共有 

平成 25 年９月発行 

第 3 回 

学区別会議 

[玉津学区] 

学区別会議の様子 

テーブル毎に玉津学区の『まちづくりの課題と方向性』について話し合いました 

▲テーブル毎に話し合いました

▲成果を発表し参加者で共有▲類似の意見をグルーピング▲出された意見は記録 
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守山まるごと活性化計画 玉津学区 第 3回会議 

 

1. 実施概要 

 
学区・回 玉津学区 第 3回 

日 時 2013 年 8 月 13 日（水） 19：30～21：30 

会 場 玉津会館 

参加者 

住民 13 人（赤野井 5人、矢島 4人、石田 2人、十二里 2人） 

守山市（松岡、鈴木、松山、坪内、吉原、足立） 

地域未来研究所（奥村、田渕、小野田、貞松） 

会場設営 ３テーブルを配置。くじでテーブルを指定して着席（赤野井、矢島、石田＋十二里）

実施経過 

１．挨拶 

①開会挨拶（坪内主査） 

②開会挨拶（谷口学区長） 

 

２．説明 

①本日のプログラム内容（奥村） 

②第 2回検討結果の説明（奥村） 

 

３．意見交換（テーブル別ワーク） 

①前回のふりかえり 

・前回の会議結果を整理した資料を見ながら、抜けているたからものの追加、分類

の再検討を行った。 

・「集いの場・活動」の項目では、各自治会の住民集会所や自治会館、同年会等の

追加があった。 

・「伝統・文化、歴史」の項目では、伊賀坊、諏訪屋敷、六条堤、赤野井東・西別

院など地区内の神社仏閣の追加があった。 

・「人が集う仕組み」の項目では、学区民大運動会や学区民の集いなどの追加があ

った。 

・「自然」の項目では、天神川、あか池などの水関係資源の追加があった。 

・また、新たな項目としては、「赤野井を中心とした７つの放射状道路網」の指摘

があった。 

 

②学区のまちづくりの課題と方向 

・学区が抱える問題点や課題については、各テーブルとも共通して「少子・高齢化」
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による各地区の活力低下に関わる意見が多くだされた。 

・課題のカードは模造紙に貼り、グルーピングして概略の特徴を整理した。 

 

４．結果の発表・共有 

・テーブル毎に参加者の代表が地域の課題、課題に対応するための方針について検

討結果を発表。 

・各テーブルに共通して、「少子・高齢化」、「若者を地区に引き留める」、「新住民

を受け入れる仕組み」などに関連する課題があげられた。 

 

５．その他 

・次回会議の開催日時は、9月 18 日（水）19:30～、玉津会館にて開催が決定され

た。 

 
 
第 3回玉津学区会議の様子 
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2. 第 3 回学区会議の意見まとめ 

地区のまちづくりの課題や方向性をまとめた。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜玉津学区のまちづくりの課題＞ 

■少子高齢化・人口減少 

① 地区の人口構成が高齢化している。地区の若者の流出がある。 

② 地区の若者も地区外に流出する傾向にある。子どもも少なくなっている。 

■人と人のつながりの希薄化 

③ 個人主義になり、自己中心的な若者が多くなってきた。 

④ 地域の連帯感が薄い。地域団体の解散も見られる。 

⑤ 親戚、近所つき合いの希薄化が進んでおり、人と人が助け合うという精神が薄くなっている。

■地域の伝統・行事・活動の担い手不足 

⑥ 伝統を残すお祭りの参加者が減ってきた。祭りの神輿をかつぐ人も少なくなっている。 

⑦ 自治会単位での行事（運動会など）がしにくくなっている。 

⑧ 守山市内で唯一の「学区民大運動会」の継続が難しくなっている。（少子高齢化のため） 

⑨ 地域行事への若者の参加が少ない。 

■地域産業の衰退、賑わいがない 

⑩ 近所に飲食店や買物をするところが少ない。→ 近くの大規模店舗に行ってしまう。 

⑪ 1 次産業（農業・漁業）の後継者が不足している。農業志向の若者が少ない。 

⑫ 地域の産業を活性化する方策が必要。（例：１次産業の６次化） 

■新しい住民が転入しにくい、新住民を受け入れる意識・仕組みが必要 

⑬ 調整区域で新しく宅地をつくれない。→若い人が出て行く、入りにくい。 

⑭ 外来者は空き家、土地を買えない。→新たに転入できない。 

⑮ 新旧住民が共存できる意識・制度が必要 

■生活環境の整備、公共交通が不便 

⑯ 生活環境のインフラ整備が必要である。（防犯灯、公園、道路改修など） 

⑰ 公共交通の便が悪い。その一方で、自動車の増加による事故が多い。 

■川や琵琶湖などの自然が失われている 

⑱ 地区内の川に水が流れていない。 

⑲ 赤野井湾の汚染、外来植物（オオハナミズキンバイ）の増殖 
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づ
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具

体
的
な
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少
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化
 

人
口
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人
口

が
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し
て

い
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高

齢
化
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若
い

人
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や

す
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境
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り
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計
画
に

よ
る

魅
力

あ
る

ま
ち

づ
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業
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ま
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と
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光
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の
若
者

の
流
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二
世

帯
、
三
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な
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。
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。
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。
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。
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。
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。
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。
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あ
い
の
精
神
が
希
薄
。
 

生
活

改
善
を

や
り

す
ぎ

る
と

絆
が
薄
れ
る
。
 

個
人

主
義
に

な
り

、
各

世
帯

の
つ
な
が
り
が
な
く
な
る
。
 

伝
統

行
事
が

継
承

さ
れ

な
い

。
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学

区
の

課
題

 
具

体
的
な

内
容
 

方
向

性
・

解
決

策
 

地
域

の
伝

統
・

行

事
・
活
動

の
担
い

手

不
足
 

お
祭

り
の
参

加
者

（
伝

統
を

残
す
）
が
減
っ
て
き
た
。
 

○
 

伝
統

文
化
の

後
継

者
づ

く
り

（
幼

い
頃

か
ら

教
え

て
い

く
）
 

○
 

長
刀

祭
り
存

続
の

た
め

、
他

学
区

と
の

共
同

神
事

で
存

続
さ

せ
る

。
 

○
 

祭
の
担
い
手
(
年
齢
制
限
が

40
歳
→
6
0
歳
へ
枠
拡
大
) 

○
 

魅
力

あ
る
地

域
づ

く
り

、
ま

ち
づ

く
り

。
 

○
 

歴
史

の
研
究

す
る

こ
と

か
ら

は
じ

め
る

成
り

行
き

、
言

い
伝
え
な

ど
、
地

域

文
化

、
歴
史

の
語

り
部

と
し

て
社

会
貢

献
→

高
齢

化
・

生
き

が
い

の
開

発
 

○
 

玉
津

学
区
の

文
化

伝
統

を
次

代
に

伝
え

て
い

く
仕

組
み

づ
く

り
 

○
 

地
域

の
魅
力

を
伝

え
る

場
の

創
出

 
→

 
地

域
の

祭
り
の

PR
な

ど
 

○
 

若
者

が
達
成

感
を

持
て

る
行

事
 

な
ど
   

神
輿

を
か
つ

ぐ
人

が
い

な
い
 

小
津

神
社
の

長
刀

祭
り

は
子

ど
も
が
主
役
で
あ
る
が
、
少
子
化
で
子
ど
も
が
減
少
し
伝

統
文

化
が
守

れ
な

い
。
 

全
体

的
に
少

子
化

傾
向

に
あ

る
の
で
、
祭
り
ご
と
や
学
区
の
行
事
に
人
が
足
り
な
い
。
 

自
治

会
単
位

で
の

活
動

（
運

動
会
な
ど
）
が
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
 

守
山

市
内
で

唯
一

の
学

区
民

大
運
動
会
の
継
続
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
（
少
子
化
・

高
齢

化
の
た

め
）

 

伝
統

行
事
（

長
刀

祭
り

、
神

輿
か
き
等
）
を
続
け
る
時
の
人
員
（
子
ど
も
）
の
確
保
が

難
し

く
な
っ

て
き

て
い

る
。
 

伝
統

文
化
の

継
承

の
難

し
さ

。
 

長
刀

祭
り

8
年
に

1
度

、
小

津
学
区
も
含
め
て
の
行
事
が
継
承
で
き
な
い
。
 

祭
の

見
物
人

も
少

な
く

な
っ

た
。
 

歴
史

あ
る
伝

統
の

維
持

に
つ

い
て
人
が
減
っ
て
き
て
い
る
。
 

高
度

経
済
成

長
で

歴
史

、
伝

統
が
失
わ
れ
る
。
 

地
域

行
事
へ

の
若

者
の

参
加

が
少
な
い
。
 

昔
の

道
が
な

く
な

っ
た

。
（

小
柿
道
な
ど
、
昔
を
し
の
ぶ
道
）
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学

区
の

課
題

 
具

体
的
な

内
容
 

方
向

性
・

解
決

策
 

地
域
産
業
の

衰
退

 

賑
わ
い
が
な

い
 

農
業

志
向
の

若
者

が
少

な
い

。
 

○
 

農
地

の
保
全

と
宅

地
の

確
保
 

○
 

商
店

街
の
賑

わ
い

の
創

出
 

○
 

赤
野

井
湾
再

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

・
観

光
漁
業

、
地

産
地

消
の

促
進

 

・
琵
琶
湖
～
諏
訪
屋
敷
を
結
ぶ
天
神
川
な
ど
の
水

運
遺

構
の

整
備

と
観

光
資

源
化
 

○
 

玉
津

学
区
を

結
ぶ

イ
ベ

ン
ト

の
実

施
（
一

本
こ
う

じ
相

撲
大

会
、
重

量
運

び
、

屋
形

船
、
し

だ
れ

桜
、

湖
岸

の
綺

麗
な

夜
景

の
活

用
な

ど
）
 

○
 

体
験

型
観
光

の
提

案
（

か
ま

ど
ご

飯
な

ど
）
 

○
 

玉
津

学
区
を

結
ぶ

歴
史

街
道

を
結

ん
だ

イ
ベ

ン
ト

 

○
 

地
域

の
た
か

ら
も

の
の

活
用
 

○
 

実
行

委
員
会

の
立

ち
上

げ
 

な
ど
 

飲
食

店
が
減

少
し

て
い

る
。
 

近
所

に
買
物

す
る

と
こ

ろ
が

少
な
い
（
ら
ら
ぽ
ー
と
に
行
く
）
 

商
売

を
や
っ

て
い

け
な

い
。
 

1
次

産
業

（
農
業

・
漁

業
）

の
後
継
者
不
足
 

祭
り

も
全
て

農
か

ら
 
→
 
農
が
す
た
れ
て
い
る
。
 

新
し

い
住

民
が

転

入
し
に
く
い
 

調
整

区
域
で

新
し

く
宅

地
を

つ
く
れ
な
い
。
→
若
い
人
が
出
て
行
く
、
入
り
に
く
い
。
 

○
 

地
区

計
画
の

検
討

・
策

定
を

進
め

る
 

○
 

市
街

地
調
整

区
域

の
考

え
方

の
再

検
討

。
 

○
 

住
宅

団
地
の

検
討

 

○
 

派
手

な
こ
と

は
や

め
て

目
を

か
け

合
う

。
 

な
ど
 

外
来

者
は
空

き
家

、
土

地
を

買
え
な
い
（
調
整
区
域
）
 

家
を

建
て
や

す
く

す
る

。
 

転
入

出
来
な

い
。

 

子
ど

も
夫
婦

と
同

居
が

で
き

な
い
。
今
の
職
場
社
会
 

石
田
自
治
会
は
混
住
の
実
績
あ
り
。
4
0
年
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
。
 

（
6
5
戸
→
5
3
0
戸
）
 

地
元

に
外
来

者
を

受
け

入
れ

る
気
持
ち
が
あ
る
か
？
 

新
旧

住
民
が

共
存

で
き

る
意

識
、
制
度
が
必
要
。
 

古
い

伝
統
を

押
し

つ
け

ら
れ

る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
（
石
田
）
 

生
活

の
中
で

交
際

費
が

ウ
エ

イ
ト
を
占
め
て
い
る
。
矢
島
は
生
活
改
善
で
申
し
合
わ
せ

を
し

て
い
る

が
、

学
区

全
体

で
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。
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学

区
の

課
題

 
具

体
的
な

内
容
 

方
向

性
・

解
決

策
 

生
活

環
境
の

整
備

公
共

交
通
が

不
便

 

街
灯

が
少
な

く
、

夜
、

危
険

で
あ
る
。
 

○
安
全
で
利

便
性

の
高

い
ま

ち
づ

く
り
 

 
若

い
人

が
喜

ん
で

住
め

る
よ

う
な
施
設
・
公
園
が
必
要
。
 

集
落

内
の
道

路
の

改
修
 

車
が

な
い
と

移
動

し
づ

ら
い

。
 

自
動

車
利
用

の
増

加
に

よ
り

、
交
通
事
故
が
多
い
。
（
浜
街
道
）
 

バ
ス

便
が
少

な
い

 

自
然

が
失

わ
れ

て

い
る
 

川
に

水
が
流

れ
て

い
な

い
 

○
 

赤
野

井
湾
再

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

・
自

然
環
境

促
進

（
田

園
風

景
）

琵
琶

湖
の

活
用

 

・
赤

野
井
湾

の
開

発
（

リ
ゾ

ー
ト

、
ボ

ー
ト

、
ヨ

ッ
ト

、
シ

ジ
ミ

養
殖

、
鮒

寿
司

、
も
ろ

こ
、

な
ど

）
 

→
 

市
・
県

・
国

の
補

助
を

得
る

よ
う

に
地

域
で

頑
張

る
。

 
 

 
な

ど
 

赤
野

井
湾
に

外
来

種
（

オ
オ

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
な
ど
）
が
増
殖
 

赤
野

井
湾
の

汚
染

 

里
内

の
川
に

き
れ

い
な

水
が

流
れ
る
よ
う
に
。
 

圃
場

整
備
、

田
・

道
は

よ
く

な
っ
た
が
・
・
・
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 （注）第３回のワークショップ会議で記入されたもののみ記載。赤字は第３回会議での追加・修正意見 

④ 地域の生活・産物・その他 

伝統的な産物、味・生活 

② 歴史ある伝統・文化 

由緒ある寺社仏閣、今に伝わる伝統文化・祭り・行事 

① 人のつながりの強さ 

まちづくり活動・ボランティア活動・助けあいの心 

③ 豊かな自然と住みやすい環境 

季節感のある自然・公園・都市施設 

玉津学区のたからもの 

み
ん
な
が
協
力
的 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
豊
か 

祭
り
や
行
事
で
の
一
体
感 

住
民
の
愛
着
・
誇
り 

報恩講 

ラジオ体操 

人が集う仕組み 

文化祭 

伊勢講 

安
全
・
安
心 

季
節
感
を
感
じ
ら
れ
る

快
適 魅

力
あ
る
味
・
産
物
等 

昔からの慣習 

お寺や神社で開催 

地域の 
シンボル 

えり市・えり寅（昔の屋号）

えり漁法

湊屋（昔の料理旅館） 廻船問屋(昔)

田舟（昔の農村景観）

狐塚 

美濃部屋敷跡

赤野井港 

林邸 河村邸

賑
わ
っ
た
湖
岸
の
歴
史
・
く
ら
し 

敬老会 

高齢者サロン 子育てサロン 

子ども文庫（昔の遊びも教えてくれる） 

男女共同のまちづくり 

助けあいの活動 

祭り・行事 

日待ち（行事）

灯明あげ（二宮神社）

千燈草木祭

長刀まつり・神輿

左義長

数多い地蔵さん（地蔵巡り、地蔵盆）

灯籠流し夏祭り 盆踊り 秋祭り

明見の郷公園 

守山市民運動公園 

玉津駐在所 守山ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝﾀｰ 

石田排水場 

守山中学校 公園 

都市施設 

両宮神社(天満宮・若宮神社)

真光寺 西照寺 矢島御所

若宮神社 武道天神社

寺社仏閣 

少林寺

たいよう(重度障害者施設) 

あじさいの園(障害者施設) 

福祉施設 

三反田 山科川 魚が泳ぐ川

石田の桶（湧水）

水に関わる自然、緑 

天神川ホタル

石田の鯉 赤野井湾

お寺や神社の緑 

石田の七曲がり（道の構造）

石田の一本松（集落のシンボル）

一本こうじ（力士）

わら細工（俵づくり、縄縫い、しめ縄づくり）

石田自治会館・集会所 十二里自治会館 

矢島自治会館 

集いの場 

お寺・神社 

地域交流ｾﾝﾀｰ（ななまがり） 

老人憩いの家 

無情講（葬儀の互助組織） 

火事見舞い(今も残る) 

助けあいの仕組み 

伝統文化継承

の機会にもな

っている。 

地域の人も参加、現

代的な集いの仕組み

玉津大発見（玉津小）矢島かぶら 

くらしや仕事を物語る遺物 

特産物・その他 

湖岸の歴史と文化の記憶 

伝統的な仕事や言い伝え 

白蓮（共同作業所） 

六条堤

諏訪屋敷

蓮如上人の箸塚 

伊賀坊

赤野井を中心とした放射状道路 

佐々木街道 野州道 守山道

木浜道 浜道 祭礼神輿道

矢島道

専念寺 東・西別院常照寺 聞光寺

釈迦堂(十一通観音) 福正寺浄満寺

学区民のつどい 同年会

赤野井自治会館 地域総合センター（公民館） 

金田井川天神川 石田川 

鮒寿司 守山メロン 

石田ディサービスセンター 

釈迦堂住民集会所 

蓮如堂住民集会所 

学区民大運動会

二宮神社 

あか池

小柿道
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 （注）第３回のワークショップ会議で記入されたもののみ記載。 

玉津学区の課題・活性化の方向性 

新しい人が住みたい、入りやす

いまちづくり 

○地区計画の検討や策定による住

宅団地の検討など執り利用の仕

組みの見直し 

○地域の生活慣行の見直し 

交流を活かした農業漁業が元気な

産業づくり 

○1次産業の６次産業化 

○赤野井湾再生プロジェクト 

 観光漁業、地産地消の促進 

 水運遺構の観光資源化 

○体験型観光 

赤野井湾を中心とした水の自然ネットワークの再生 

○赤野井湾再生プロジェクト 

○琵琶湖や河川など水の活用 

○植物・魚類の固有種の保護 

○琵琶湖や河川等の地域の水に対する関心を高める 

人のつながりが希薄化 親戚・近所づきあいの希薄化

自己的な若者の増加 助けあいの精神が希薄化

人と人のつながりの希薄化 

個人主義重視の社会風潮

創っていこう、守っていこう、育てていこうという地域の連帯意識が希薄 

近所に商店等がなく、買物するところが無い 

飲食店の減少 

1 次産業（農業・漁業）の後継者不足 

農業志向の若者が少ない 

地域産業の衰退 

賑わいがない 

商売をやっていけない 

誰もが安全で安心に暮らせるまちづくり 

○公共交通サービスの確保 

○地区の安全・安心の確保 

伝統ある行事を伝え、みんなが共感できるまちづくり

○伝統文化の後継者づくり 

○地区を越えた共同神事の検討 

○地区の歴史に根ざした地域文化の伝承 

○地域の魅力の発信・PR 

○若者が達成感を持てる行事へ 

○学区全体でのイベントの企画・開催 

高齢者の増加 若年層の流出子どもの減少

少子高齢化・人口減少 

集落内の道路の改修が必要

車がないと移動しづらい

憩える公園の整備が必要 

自動車の増加による事故の発生

街灯が少なく、夜危険である

生活環境の整備 

公共交通が不便 

調整区域で新しく住宅をつくれない、転入できない 

外来者は空き家、土地を買えない 

新旧住民が共存できる意識・環境が必要 

生活の中で交際費がウェイトを占める。 

派手な習慣は改善すべき 

外来者を受け入れる気持ちが必要 

古い伝統・習慣を押しつけられる負担感 

新しい住民が転入しにくい 

少子化で祭りごとや学区の行事に人が足りない

地域行事への若者の参加が少ない。

お祭りの参加者が減ってきた 神輿をかつぐ人がいない

少子化で子どもが減少し、伝統文化が守れない

自治会単位での活動（運動会など）がしにくくなっている。

守山市内唯一の学区運動会の継続が難しくなっている。

地域の伝統・行事・ 

活動の担い手不足 

里内の川に水が流れていない 

赤野井湾に外来水性植物が増殖

赤野井湾の汚染 

圃場整備で田・道はよくなったが・・・

川や琵琶湖などの自然が失われている 
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第２回 学区の特徴とたからもの 
第４回 玉津学区活性化の取組 

まちづくりの方向 課題 

第３回 学区の課題とまちづくりの方向 

●人と人のつながりの希薄化 

・ 親戚・近所づきあいの希薄化 
・ 個人主義重視の社会風潮 
・ 助けあい精神・連帯意識の希薄化

●少子高齢化・人口減少 

・ 高齢者の増加 
・ 子どもの減少 
・ 若者層の流出 

●地域の伝統・行事・活動の担い手不足 

・ お祭りの参加者の減少 
・ 少子化で伝統文化・行事が守れない 
・ 神輿をかつぐ人がいない 
・ 自治会単位の活動がしにくい 
・ 地域行事への若者の参加が少ない 

●地域産業の衰退、賑わいがない 

・ 地区に買物する所がない 
・ 商売をやっていけない 
・ 1 次産業（農業・漁業）の後継者不足 
・ 農業志向の若者が少ない 

●川や琵琶湖等の自然が失われている 

・ 里内の川に水が流れていない 
・ 赤野井湾に外来水性植物が増殖 
・ 赤野井湾の汚染 
・ 圃場整備で田・道はよくなったが・・・ 

●生活環境の整備・公共交通が

不便 

・ 憩える公園の整備が必要 
・ 街灯が少なく、夜、危険である 
・ 車がないと移動しづらい 
・ 自動車の増加による事故の発生 
・ 集落内の道路の改修が必要 

●新しい住民が転入しにくい 

・ 市街化調整区域で住宅をつくれ
ない、転入できない 

・ 外来者は空き家・住宅を購入できない 
・ 古い伝統・習慣を押しつけられる負担

感 
・ 新住民が共存できる意識・環境が必要 
・ 過度なつき合いの習慣は控え改める 赤野井湾を中心とし

た水の自然ネットワ

ークの再生 

誰もが安全で安心

に暮らせるまちづくり 

伝統ある行事を伝

え、みんなが共感で

きるまちづくり 

交流を活かした農

業漁業が元気な産

業づくり 

【活用するたからもの】 

赤野井湾、漁業 

【活性化の取り組み】 

赤野井の漁業を観光資源化し、漁業を盛り

上げる 

・琵琶湖～諏訪屋敷を結ぶ水運遺構を整備

・琵琶湖の魚の地産地消促進 など 

特徴 たからもの 

●集いの場 
・ 各地区の自治会館・集会所、地域

総合センター、お寺・神社など 

①
人
の
つ
な
が
り
の
強
さ 

②
歴
史
あ
る 

伝
統
・
文
化 

③
豊
か
な
自
然
と 

住
み
や
す
い
環
境 

お
年
寄
り
が
元
気
な
ま
ち 

④
地
域
の
生
活
・
産
物
・
そ
の
他 

●人が集う仕組み 
・ 文化祭、ラジオ体操、学区民の集

い、同年会、学区民大運動会など 

●都市施設・福祉施設 
・ 守山市民運動公園、守山中学校、公園、

明見の郷公園、守山コミュニティ防災
センター、障害者施設、福祉施設など 

●助けあいの活動 
・ 子育てサロン、高齢者サロン、敬

老会、子ども文庫など 

●助けあいの仕組み 
・ 報恩講・伊勢講、無情講などの

講の仕組み、火事見舞いなど 

●くらしや仕事を物語る遺物 
・ 諏訪屋敷、林邸、河村邸、美濃

部屋敷跡、赤野井港 など 

●赤野井を中心とした放射状の道路 
・ 守山道、野洲道、佐々木街道など 

●祭り・行事 
・ 草木祭、先燈、日待ち、灯明あ

げ、長刀祭り、左義長、夏祭り、
盆踊り、秋祭り、地蔵さんなど 

●特産物・その他 
・ 矢島かぶら、鮒寿司、守山メロ

ン、玉津大発見（玉津小）など 

●伝統的な仕事や言い伝え 
・ 石田の七曲り、狐塚、伊賀坊、 

一本こうじ、箸塚、わら細工など 

●神社仏閣 
・ 東・西別院、若宮神社、武道天

神社、釈迦堂、少林寺など 

●湖岸の歴史と文化の記憶 
・ えり市・えり寅、湊屋、廻船問

屋、田舟、えり漁法など 

●水に関わる自然、緑 
・ 六条堤、各種河川、ホタル、池、

鯉、神社やお寺の緑 など 

新しい人が住みた

い、入りやすいまちづ

くり 

＜第３回会議で出して頂いた取り組み＞ 

・伝統文化の後継者づくり ・地区を越えた共同神事の検討 

・地区の伝統行事のＰＲ  ・地区の若者の声を反映した行事運営 

・1 次産業（農業・漁業）の６次化 ・地産地消の促進 

・体験型観光のプログラムの検討 ・観光漁業の検討 

・地区計画の検討・策定  ・地域の生活慣行の見直し 

・公共交通サービスの確保  ・安心できる防犯安全活動の充実 

・地域の情報発信の仕組みとコンテンツづくり           など 

「たからもの」と「まちづくりの方向」を関連

づけて、どんなことができるか、何をしたら学

区が元気になるか、考えてみてください！ 

これは例です、参考にどうぞ。 

【活用するたからもの】 

一本こうじ、赤野井湾屋形船 など 

【活性化の取り組み】 

たからものを活かした学区を結ぶイベン

トで住民が交流し、外からも人を集める 

・一本こうじの相撲大会 

・屋形船ツアー など 

 

第３回会議ではすでにこん

なアイディアが出ています。

これらをもっと具体的にす

ることも考えましょう！ 

第２回と第３回の成果を踏まえ、第４回は玉津学区を活性化する取り組みを考えます 

（注）第２，３回のワークショップ会議で記入されたものから抜粋 
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